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1 セルフスタンド解禁の経緯

本日は、情報関係の方々が多くお集まりのようです

ので、セルフスタンドのイロハのイといったところか

ら話していきたいと思います=ま ず、セルフスタンド

解禁の経緯という観点から、セルフスタンドがなぜ今

日まで日本で認められなかったのかというところから

始めましょう.

■消防法の解釈

ご存じのようにガソリンは、
一般の方々が日常生活

の中で接する危険物の中では、引火性、爆発性の点で

最も危険なもののひとつです,そ こで消防法令では

危険物取扱者が自分でガソリンを取扱うか、あるいは、

その立会いの下でガソリンを取扱うこととするととも

に、保安教育を受けた従業者の取扱いを前提とした技
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術基準に適合するガソリンスタンドにおいて、給油を

行うこととしていました。従って、危険物取扱者の立

会いのない無人セルフが認められないのはもちろんの

こと、有人セルフについても、
一般 ドライバーによる

給油を前提としていない基準による現行のガソリンス

タンドでは、その取扱いが公共の安全の維持又は災害

の発生の防止に支障を生じるおそれがあるため、認め

られないものとしてきました,

日諸外国でのセルフイしの実状と規制緩和推進計画

一方、諸外国ではい拘年代からセルフ給油式のスタ

ンドが普及しはじめて、アッという間に普及しました。

ちなみに現在、英国では7割、米国、 ドイツ、カナダ

では9割以上がセルフスタンドだといわれています.

特に米国やカナダでは、ガソリンの値段は 1リット

ル当たり50円程度と安いのです.そ れに比べて日本の

ガソリンの値段は高すぎるという議論が起こってきま



さまざまなサービスで営業展開

した.

日本のスタンドに入ると、ワッと人が集まって窓を

拭いたり、灰皿をきれいにしたりします,外 国でセル

フ給油に慣れた人たちは、そういうサービスにビック

リし、その人件費がきっと値段の格差を生んでいるの

だと思ったのでしょう.

誤解のないようにして頂きたいのですが、日本のガ

ソリンの値段が高いのは、実は人件費よりも税金の高

さにせたる原l■lがあるということなのです,なにしろ、

ガソリン1リ ットル当たり95円として61円が税金だそ

うで、税金を除けばガソリンの方がスーバーの飲村水

より はるかに安いのです=で すから、必ずしもセル

フ給油にすればRPガソリンの値段が下がるというわけ

でもないようですt

■米国SSの 事故率は日本の1的倍

いずれにしても、'肖防庁は、従来セルフ方式のスタ

ンドを拒んできましたⅢなぜかというと、ひとつは日

本のガツリンスタンドの事故発生率が諸外国に比べて

極めて低いからです=

日本ではスタンドの火災は年間311～40件、ガソリン

に着大する火災は小火も合めて年間数件しかありませ

ん。一方、アメリカでは全国をカバーする統計がない

のですが、連邦緊急管理庁 (FENIAlの資料では約抑抑

件で、日本の1的倍にもなります.FEW臥 の統計は全米

の約半分程度しかカバーしていないので 実際には

卸0情以 Lになると思いますⅢ

事故率は話外国並みでいいじゃないかという意見も

あるかと思いますが、日本での給油機会は年間約Ю億

同です.セ ルフスタンドでホッとひと息タフヽコに火を

付けるというケースは、lM X l回に 1同 としても、ll X l

万件にもなるいう計算になります.セ ルフにした途端

に、くわえ煙事などによる事故の増加でアメリカ・l1/み

になるかもしれないということは、容易に想像がつき

ます.ま た、日本では都市の防火性能がぜい弱で、木

造住宅密集地域が多いのです。そんなところでガソリ

ンスタンド火災が増えたのでは大変です。そんなわけ

で消防庁はセルフスタンドの許可にずっと反対してき

ました!

2 安全性を検討、クリアできれば解禁ヘ

■委員会で事故の実態と事故要因の分析

しかし、政府全体の規制緩和推進の方針の中、セル

フスタンドの問題が、平成 6年度の規制緩和推進検討

委員会等で取り上げられました。これを受けて、消防

庁では 「とにかく安全性について検討して、それがク

リアできるのならセルフスタンドを認めてもよいので

はないか」という方針で委員会を設置して、 3年間、

調査検討をすることになりました。

委員会では、まずセルフスタンドを認可した場合に、

どのような種類の事故の増加が考えられるか、その事

故の童大性はどの程度か、そしてそれに対してハ
ード、

ソフト両面での対策を議じた時に、事故をどの程度の

水準に納められるかを検討しました。

はじめに過去10年の日本の事故状況を分析し、次に

諸外国の事故事例を集めて、人体、同辺の街を含めて

演緯的に起こりうる事故の想定をしました.
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■多いうっかり事故

セルフ化すると増えそうな事故としては、たとえば

同定給油設備、いわゆる給油検からのガソリンの漏洩

などが考えられます。たとえば給油機に車がぶつかっ

て、給油ホースが破断されたり、給油機が倒れて 吹

き出したガソリンに電気系統の火花が引火して火災が

発生する事故などもあります.こ れまでのスタンドで

もこの種の事故はあったのですが、セルフにすると

相当増えることが予想されます。 また、給油ノズル

を差したまま発進して給油ノズル等を破断する車の誤

発進などのケースもあります.そ んなバカなことはな

いだろうと思われるかもしれませんが、実はこれは10

年前の規制緩和でガツリンスタンドにコンビニなどを

1ヤ設できるようになった後に、倍くらいに急増した事

故なのです.フ ルサービススタンドでも、お客は買物

を終えて帰ってくると 給油中にもかかわらず終わっ

たものと錯覚して発進してしまうのです.

それが今度は自分で給油するのですから、そういう

人はもっと増えるでしょう.綸 油ノズルをずっと握っ

て給油する非ラッチオーブウ式の場合はいいのです

が、ラッチをかけるとガソリンが出続けるタイプの、

いわゆるラッチオーブン式では、そんなケースが容易

に想1象できますコ実際米国のあるスタンドでは、そん

なミスを起こす人が週に2人 はいると言っていまし

た。 ただし、後でお話しますが、ハード装置で簡単

に防ぐ方法はたくさんあります.ま ずいろいろ想定で

きる事故をビックア ップして、これらを解決できる

ハード、ソフト両面の安全対策のH処 が立てば セル

フスタンドを認めてもいいのではないかというスタン

スで検討したのです。

3 委員会における安全対策案の内容

■感震器接続以外はほぼ欧米なみ安全対策

具体的な安往対策の話に入りましょう.

まず、同定給油設備、いわゆる給油機関係のハ
ード

面の対策ですが、
一つは車が給油機に衝突して起きる

火災などを防ぐことです.車 の衝突する事故を防ぐた

めに、ガードポールなどの衝突防止装置を設けたり、

万一給油機が倒れて立ち 卜がり配管が破断されても、

当該配管に、衝準によリガツリンの供給を止める遮断

弁を付けたりすれば、最悪の事故は防げます.実 際に

米国などでは普通にされていることです、

つぎに給油ノズルに関しては、ラッチオ
ーブン式で
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は、たとえ前の人がラッチをはずし忘れてノ
ーズルを

かけても、次の人が給油するときにレバーを握らない

うちにいきなリガソリンが出ないようにする起動制御

装置や、ノズルが落ちたときに給油を止める脱落時停

止装置、一定量、一定時間で給油を止める定量 定時

間制御装置などを付けます。他には、コンタミ防止装

置、給油ホース緊急離脱カプラ
ーなどが必要です。

コンタミ防止装置というのは、たとえばガソリンと

軽油を間違えて給油しようとしたときに給油をストッ

プする装置です。他にも、感震器からの信号を感知し

て給油に緊急停止をかけるポンプ運転制御装置などが

有効です.ま た、緊急鞠並カプラ
ーというのは、給油

ホースに装者しておいて、車が給油ノズルを差したま

ま発進してしまった時に、そこでホースが分断される

ように考えられた安全装置です。もちろん分断された

ホースの両側に弁をつけて、ガツリンが漏れないよう

にしなければなりません.

感震器と連動する緊急停止装置は地震の多い日本特

有のものですが、他のものはほt諏 米並みの水準で、

既に新型のノズルには付いているものも多いのです.

さらにラッチオーブン式では、前述の装置に加えて、

HT燃性蒸気回収装置を付けることが必要だとしていま

す,こ れはノズルの先でガソリンの蒸気を「lk引する装

置です.ガ ソリンは眼に見えない蒸気を発生して、足

元に滞留します。それがライタ
ーや静電気などを発火

源にして引火する恐れがあるのです。静電気はノズル

にアースを付けて逃がすようになっていますが ガソ

リン蒸気そのものを吸い取ってしまえば、安全性はは

るかに向上します。カリフォルニアなどでは特に従業

員の健康や環境問題にも配慮してこの装置の装青を義

務付けているそうです。

ロコントロールブースが重要な役目
一方ソフト面では、コントロ

ールブースに人がいて

制御する仕組みをとることにしています。むしろハ
ー

ド関係は従の方で このコントロ
ールブースが最も重

要な役割をlBいます.

実際私が視索したアメリカやカナダのスタンドなど

でも、完全に無人でガソリンを供給している所は少な

くて、たいていコンビニなどと併設して、レジの人が

監視をしていました。そこで給油のお客が給油機に

カードを入れたりしてサインを出すと、コントロ
ール

ブースからくわえたばこをしていないかなどの安全を

確認して、給油開始可の言いボタンを押します。それ



までは、いくらお客さんが給油ノズルのレバーを握っ

てもガソリンは出ないのです.また給油を開始しても、

監視者が異変を察知すると、レジをしながらでもすぐ

に赤いボタンを押して給油をストッブできるようにな

っています。実に簡単な仕組みです。なるほどこれな

らば、セルフにしても、安全性を確保する仕組みを作

るのは可能だなと、実は私も胸をなでおろしました_

これはキさんの専門分野だと思いますが、ご承知の

ように、ブースから監視する場合でも角度によっては

どうしても死角ができてしまいます,そ こで、大祇監

視カメラやモニターでそれを補っています.よ く聞く

と安全管理よりむしろ現金害の入れ逃げ防止のために

活用しているそうですが、消防庁としてはあくまでも

火災防止、安全管理のためにlt_ってほしいものだと思

いました.(笑 )

■監視者常駐の有人セルフに限る

さて いろいろな対策を考えて、これらすべてを義

務付けられればいいのですが、経費の問題もあります

ので、最低どの紀度の設備が必要なのかを実験検証し

て、安全対策案をまとめました.

結論からいいますと、一番大切なのは、監視者の常

駐です,報 告書では、「危険物の性質、火災予防、消

火の方法等に関する知HPRを有するとともに、当該給油

取扱所の設備を熟知している監視者をコントロール

ブースに常駐させることJと なっています.つ まり、

危険物取扱者の資格を持っている人をコントロール

ブースに常駐させてくださいということです.

有資格者が常駐して 安全を確認してから給油開始

のボタンを押す、危ないことがあれば給油を停止させ

る、万一火災が起これば的になi肖火措置を取るという

ことを前提として、先にお話したいろいろなハード面

の安全対策を議じてくださいということです.

もちろん、全く無人のスタンドは認められませんが、

先程からお話ししているように、アメリカやカナダな

どでも有人が主流ですので 日本だけ特に厳しいとい

うことではないと思います.

E補 由ノズルはラッチ、うFラッチ双方を選択できる

ハード面では、給油ノズルはラッチオーブン式と'ト

ラッチオーブン式との両方を選択できます。最初は米

国でも非ラッチオープン式しか認めなかったのです

が、給油中に用をたしたり、寒くて車中にいたいなど

のため、タバコの箱などをラッチに挟んだりしてかえ

って事故が続発しましたコ極めつけはライターを狭ん

で発火したという事例もあるそうです, そこで、人

間の行動や心理を考えると、むしろラッチオーブン式

を認めるべきだという意見が出てきて、大議論の末に、

次第にラッチオープン式を認めるようになっていま

す.日 本もその流れを合わせ、可能性索気回収装置な

どの安全対策を強化すれば、ラッチオープンタイプで

も良いことにしています。

■誤給油防止の為に給油ノズルの色を統一

省令に 「ガソリンおよび軽油相互の謀給油を有効に

防止できる構造のものとすること,Jと いう項日があ

ります.コ ンタミ防止のことです。ガソリンと軽油を

間違えると事故のもとになるからです[そ こで、ガソ

リン車の給油口に軽油のノズルを入れても軽油が出な

いように、蒸気をセンサーで感知してストップがかか

るような仕掛けや、 ドライバーが 「レギュラ
ー
」のサ

インを送ったらそれを受けて、コントロールブースで

レギュラー給油のボタンを押すなどのコンタミ防止対

策を取り入れています.

また今回、誤結油防止のために石油連盟などと協議

してガソリン、年油などの給油ノズルの色を、ハイオ

クは黄色、レギュラーは赤、年油は緑、灯油は青など

と統一しました.自 動車工業会などとも話をして、事

の給油口の色もいずれ同じにできればより効果的だと

思っています。

■政省令の改正

先に述べたように昨年 11月 に出た委員会の報告書

では、様々な安全対策が提案され これらの対策を講

じれば有人セルフスタンドを認めてもフルサービス方

式と同等の安全性が確保されるとされました。消防庁

ではこの報告書を受け 規制緩和をできるだけ早くと

いうことで、平成10年度の 2月25日に政令改正、 3月

4日 に政省令改正をして、 3月 13日に運用通知を出し
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ました。

■制御卓からの視認を常時可能とする設備を

つぎに皆さんに、特に参考にしていただけると思う

ことを重点的にお話します。皆さんに
一番関係するの

は、制御卓だと思います。

コントロールブースでは、給油の開始や停止、お客

さんへの指示を出さなくてはなりません。モニタ
ーテ

レビや監視カメラの設置は特に義務ではありません

が、一応 「市Ⅲ御卓は、すべての顧客用同定給油設備等

における使用状況を直接視認できる位置に設置するこ

と,こ の場合、直接視認できるとは、給油される自動

車等の不在時において顧客用固定給油設備等における

使用状況を目視できることをいうものであること.J

となっていますコ

当然、車が入ると反対側が見えなくなりますから

「給油中の自動車等により顧客同定給油設備等の使用

状況について制御卓からの直接的な視認が妨げられる

おそれのある部分については、制御卓からの視認を常

時可能とするための監視設備を設置すること この場

合、監視設備としては、モニタ
ーカメラ及びディスプ

レイが想定される…J、つまり死角を締うためにテレ

ビカメラやモニターが必要になるということです.

その他、ブースにはお客の行動を注意するスピ
ー

カーやインターホン、繁急停止装置や固定消火設備起

動スイッチ、消火器などが設置されている必要があり

ます。

■モニターテレビなどに期待される機有ヒ

他にモニターテレビ等に期待される機能としては、

給油サインが来れば自動的にモニタ
ーカメラがズーム

して、そこではじめて給油開始のボタンが押せる二重

ロック式にしてはどうかという提案がありました― し

かし、まだそんな機種は
一般的でないというのでやめ

ました.(笑 )

それと、 般の人はくわえたばこは危ないと思って

いますが、実際はライターやマッチなどでたばこに大

を付けるときが
一番危ないのです. ドライバーが給油

ノズルを給油口に差し込んでホッと 息、ガソリンを

入れていることを思わず忘れて、ちょっと
一服しよう

とする、などということは、十分考えられます― その

とき、お客さんを止めてほしいのです.そ こでCPU

などにたばこに火を付ける動作をあらかじめ何バタ
ー

ンか覚えさせておいて、その動作が始まるとアラ
ーム
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で知らせるようなモニターができないものでしょう

力■

それともうひとつ.こ れは,肖防庁と関係ないのです

が、スタンド経営者がセルフ化に偵章になっている理

由の一つに、お客 さんの責任で起きた事故が、スタン

ド側の責任にされるのではないか、と恐れていること

があります.モ ニターは、そんなトラブルの場合にも

役立つのではないでしょうか。

スタンド経営者の方々に何ってみれば、セルフを監

視するモニターカメラなどの機能については、他にも

ずいぶんいろいろなさ文があるかもしれません.セ ル

フスタンドのためにいろいろな機能の付いたいい機種

を常さんでどんどん開発していただければ、安全性の

向上にも大変役立つと思います.

4 将来の展望

■セルフにさまざまな業種が注目

最後に今後の見通しについてお話します.

今後、セルフスタンドがどの程度の割合で普及して

いくかは、はっきり言って消防庁の感知するところで

はありません。(笑)消 防庁は、国民の選択の幅を広

げるという意味で、「これだけの対策をすればセルフ

スタンドを認めますJと いっただけで、どちらがいい

とも言いません。ただ、「セルフスタンドの安全は、

現行のガソリンスタンドと卜1レベルを維持することが

基本で、スタンドと顧客に選択肢は提供しましたJと

いうスタンスですⅢ

実際、これらのセルフスタンドの設備をすると、

llXXl～抑∞方円かかるそうです.聞 くところによると、

特石法が改正されてガツリンスタンドは今ものすごい

過当競争に入って、そんな設備投資をする余裕はない

というのが現状だそうです=

ただ、大手スーパーや郊外型のパチンコ店、カ
ー用

品の店 コンビニチェーンなどが参人を狙っていると

いう話もあるやに聞きます.実 際にどの程度営業メリ

ットがあるのかはわかりませんし、消防庁が日を出す

話でもありません。

とはいえ、いろいるな業種が参入に関心を持ってい

ることは確かなようですし、将来的な展開は未知数だ

と言ったほうがいいでしよう. 4月 1日からセルフス

タンドがドッと増えるというわけではないようです

が、これから皆さんでいろいろなrJT能性を探っていっ

ていただければよいと思いますを


